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【要旨】 

文部科学省が示した特別支援学校おける児童生徒の健康観察因子を特別支援学校（知的障害）通常

学級担当教員が使用することの適用性を検討した。特別支援学校（知的障害）通常学級担当教員 438

名に質問紙調査を実施し，因子分析を行った。その結果，小・中学部教員の健康観察因子は行動制御

の困難さ・日常生活動作の困難さの2因子であった。高等部教員の健康観察因子は学習参加の困難さ・

感情調整の困難さ・朝の行動の困難さ・体力・体調の低下の4因子であった。小・中学部教員の健康

観察因子は文部科学省が示した因子と重なる項目が多くかった。高等部教員の健康観察因子は文部科

学省が示した因子と重なる項目が小・中学部教員とは異なっていた。小・中学部と高等部では異なる

健康観察の因子設定の必要性が示唆された。 

【キーワード】 

特別支援学校（知的障害）通常学級，児童生徒，教員，健康観察，質問紙調査 

 

Ⅰ．問題・目的 

 

我が国においては，近年，児童生徒を取り巻

く生活環境や社会環境の急激な変化に伴い，幼

児児童生徒の心身の健康の保持増進を目指す学

校保健を推進することが喫緊の課題となってい

る１）。そうした状況を踏まえ，文部科学省２）は

「教職員のための子どもの健康観察の方法と問

題への対応」を発刊し，教員が学校生活全般を

通じて行う健康観察のサイン・項目を提示して

いる。このサイン（以下，因子）は，体・行動

や態度・対人関係の3つからなり，小学校・中

学校・高等学校，そして，特別支援学校ともに

同一となっている。さらに，各因子の項目は小

学校・中学校・高等学校共通の49項目，特別支

援学校は小学部・中学部・高等部共通の34項目

からなっている。 

 しかし，特別支援学校は先天的な内臓の疾患

があったり，医療的ケアを必要としたりする児

童生徒や障害の重度化により体調の変化等を自

ら訴えることが困難な児童生徒が在籍２）してい

る。そのため，特別支援学校と小学校・中学校・

高等学校では異なる健康観察の因子が必要にな

ると考える。また，小学部1 年生から高等部 3

年生までを同じ健康観察の因子を持って対応で

きるかについては検討の余地があるように思わ

れる。 

そこで，本研究では，文部科学省２）が示した

特別支援学校の健康観察の因子の適用性を検証

し，より特別支援学校で活用できる因子となる

よう，まず，特別支援学校の児童生徒で最も多

数を占める知的障害通常学級在籍児童生徒 3)

の担当教員に行った質問紙調査の結果から検討

を加えることとした。 

 

Ⅱ．方法 

 

1.対象者 

 Ａ県立特別支援学校（知的障害）8 校通常学

級担当教員438名を対象とした。その内訳は小

学部教員137名，中学部教員139名，高等部教

員161名であった。 

 

2.時期 

201X年2月 

 



3.手続き 

 各校長の了解のもと，各学校長宛に質問調査

紙を郵送し，学校長から通常学級担当教員 679

名（小学部教員225名，中学部教員188名，高

等部教員266名）に配付し，学校長が回収した。

そして，学校長から返送を受けた。なお，調査

対象者に文書で自由意思回答，匿名性等を示し，

同意を得た者に回答を求めた。小学部教員 225

名は148名（回収率65.77％）の回答が得られ，

記載に不備のあった11名を除いた137名を分析

対象とした。中学部教員188名は143名（回収

率 76.06％）の回答が得られ，記載に不備のあ

った４名を除いた139名を分析対象とした。高

等部教員266名は175名（回収率65.79％）の

回答が得られ，記載に不備のあった14名を除い

た161名を分析対象とした。 

 

4.調査項目 

 文部科学省２）の特別支援学校健康観察 34 項

目を基に，障害児教育学を専攻する大学教員，

特別支援学校（知的障害）に勤務経験10年以上

の教員5名が項目の内容や表現について検討し，

ネグレクトやいじめを類推させるような4項目

を削除し，Table1に示したように，特別支援学

校（知的障害）通常学級担当教員が行うと考え

られる健康観察項目として30項目を選出した。

加えて，教育行政経験のある特別支援学校長（知

的障害）1 名に項目設定ならび表現の妥当性の

確認を依頼し，確定させた。そして，特別支援

学校（知的障害）通常学級に在籍する児童生徒

の健康観察における重要度を5件法（5.すごく

当てはまる，4.わりと当てはまる，3.すこし当

てはまる，2.ほとんど当てはまらない，1.ぜん

ぜん当てはまらない）にて尋ねた。 

 

5.分析方法 

 特別支援学校（知的障害）小学部および中学

部通常学級担当教員（以下，小・中学部教員），

そして，特別支援学校（知的障害）高等部通常

学級担当教員（以下，高等部教員）が担当する

特別支援学校（知的障害）通常学級在籍児童生

徒の健康観察の因子構造を明らかにするために

以下の分析を行う。なお，高等部段階で中学校

からの障害が比較的軽度の生徒の入学生が多数

あるために児童生徒の集団特性が小学部・中学

部と高等部では大きく異なる 4)こと，ならびに，

中学部の指導計画は小学部の指導計画に準じて

作成される 5)ことから，小・中学部教員と高等

部教員の2群に分けた。 

1) 因子構造の検討 

各学部の教員の回答を一般化された最小2乗

法，オブリミン法による因子分析を行った。因

子負荷量｜.40｜に満たない項目が生じたり，1

因子2項目が生じたり，複数因子に因子負荷量

｜.40｜以上の項目がした際は，その項目を削除

し，再解析した。なお，各因子名については＜ ＞

で示した。 

2) 信頼性の検証 

Cronbachのα係数による信頼係数を算出し，

尺度の内的一貫性を検証した。統計解析には 

SPSSver.25.0を用いた。 

  3) 健康観察の因子構造の検討 

 文部科学省 2)が示した健康観察の因子構造

と本調査で示された小・中学部教員ならびに高

等部教員の健康観察の因子構造とを比較・検討

した。 

 

Ⅲ．結果 

 

1.小・中学部教員 

1回目4項目，2回目2項目，3回目1項目，

4回目2項目，5回目1項目を除外し，6回目の

回転後の因子負荷量はTable2のように20項目

とも｜.40｜以上となった。KMO測度.937，バー

トレットの球面性検定p < .000で妥当性が保証

され，カイザーガットマン基準に従って2因子

構造と判断した。小中・因子Ⅰは「状況に合わ

ない大声を出したり興奮したりするようになっ

てきた」「集団活動に参加できなくなってきた」

「離席が増える等，落ち着きがなく，集中して

学習に取り組めなくなってきた」等の11項目で

構成され，＜行動制御の困難さ＞と命名した。

また，小中・因子Ⅱは「体の動きが鈍くなって

きた」「給食時，極端に小食（拒食）または過食

（異食）になってきた」「眠気が強く，すぐに寝

てしまうことが多くなってきた」等の9項目で



構成され，＜日常生活動作の困難さ＞と命名し た。なお， 
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状況に合わない大声を出したり興奮したりするようになってきた .889 - .104

集団活動に参加できなくなってきた .835 - .068

学校で友達を叩いたり、押したりしたりするようなことが増えてきた .810 - .085

離席が増える等、落ち着きがなく、集中して学習に取り組めなくなってきた .804 - .057

ささいなことでイライラしたり、急にかっとなったりするようになってきた .717 .058

指しゃぶりや自傷行為が増えてきた .639 .084

教員や友達との接触を嫌うようになってきた .605 .251

学校で一人でいることが多くなってきた .600 .247

ささいなことで急に泣き出したり、担任にまとわりつこうとしたりするようになってきた .536 .293

登校時に教室に入ろうとしなくなってきた .502 .366

ふさぎ込んだり、はしゃいだりといった感情の起伏があるようになってきた .464 .305

体の動きが鈍くなってきた - .132 .770

給食時、極端に小食（拒食）または過食（異食）になってきた .059 .681

眠気が強く、すぐに寝てしまうことが多くなってきた - .031 .670

ほとんど毎日、朝食を食べなくなってきた .053 .665

好きなものでも食べようとしなくなってきた .106 .654

以前に比べて、風邪を引く等の体調を崩すことが多くなってきた - .065 .628

光や音に過敏になってきた .184 .559

好きな課題に取り組めなくなったり、できていた課題ができなくなったりしてきた .290 .549

排泄のリズムが乱れ、お漏らしが目立つようになってきた .156 .486

.924 .879

Ｎ＝276，α係数全体.938

α係数

Table2. 特別支援学校（知的障害）小・中学部教員の健康状態を把握する視点に関する因子分析の結果

＜行動制御の困難さ＞

＜日常生活動作の困難さ＞

項　　　　　目
小中・因子

Ⅰ Ⅱ

因子関与 45.964 7.185

教員の声かけにあわせて動くことができなくなってきた .896 .089 - .122 .106

離席が増える等、落ち着きがなく、集中して学習に取り組めなくなってきた .789 .005 .036 .037

集団活動に参加できなくなってきた .576 .113 .176 .197

好きな課題に取り組めなくなったり、できていた課題ができなくなったりしてきた .542 .166 .253 - .124

ささいなことでイライラしたり、急にかっとなったりするようになってきた .019 .966 - .138 - .078

教員や友達との接触に過敏になってきたり、反応が悪くなったりしてきた .061 .839 - .039 - .031

ふさぎ込んだり、はしゃいだりといった感情の起伏があるようになってきた .110 .643 - .042 .136

教員や友達との接触を嫌うようになってきた .064 .569 .167 .060

登校を渋ったり、遅刻や欠席をしたりすることが目立ってきた - .123 .545 .277 .007

日常のあいさつ時や点呼時に、返事をしない、または、元気がなくなるようになってきた .177 .478 - .021 .239

登校時に教室に入ろうとしなくなってきた .280 .167 .696 - .067

登校時に玄関口で立ち止まり、スムーズにできなくなってきた .297 - .015 .629 .032

ほとんど毎日、朝食を食べなくなってきた - .136 .042 .501 .312

眠気が強く、すぐに寝てしまうことが多くなってきたか - .013 .038 - .074 .667

以前に比べて、風邪を引く等の体調を崩すことが多くなってきた .008 - .010 - .043 .661

体の動きが鈍くなった .205 - .038 .161 .594

給食時、極端に小食（拒食）または過食（異食）になってきた .014 .118 .172 .546

.872 .858 .753 .737

9.885 8.213 7.349

α係数

Ｎ＝161，α係数全体.909

＜感情調整の困難さ＞

＜朝の行動の困難さ＞

＜体力・体調の低下＞

因子関与 41.517

＜学習参加の困難さ＞

Table3. 特別支援学校（知的障害）高等部教員の健康状態を把握する視点に関する因子分析の結果

項　　　　目
高・因子

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ



 

Cronbach のα係数は小中・因子Ⅰα = .924，

小中・因子Ⅱα = .879，小中・因子全体α = .938

であった。 

 

2.高等部教員 

1回目6項目，2回目2項目，3回目1項目，

4回 目2項目，5回目1項目を除外し，6回目

の回転後の因子負荷量はTable3のように17項

目とも｜.40｜以上となった。KMO測度.869，バ

ートレットの球面性検定p < .000で妥当性が保

証され，カイザーガットマン基準に従って4因

子構造と判断した。高・因子Ⅰは「教員の声か

けにあわせて動くことができなくなってきた」

「離席が増える等，落ち着きがなく，集中して

学習に取り組めなくなってきた」「集団活動に参

加できなくなってきた」等の4項目から構成さ

れ，＜学習参加の困難さ＞と命名した。また，

高・因子Ⅱは「ささいなことでイライラしたり，

急にかっとなったりするようになってきた」「教

員や友達との接触に過敏になってきたり，反応

が悪くなったりしてきた」「ふさぎ込んだり、は

しゃいだりといった感情の起伏があるようにな

ってきた」等の6項目から構成され，＜感情調

整の困難さ＞と命名した。そして，高・因子Ⅲ

は「登校時に教室に入ろうとしなくなってきた」

「登校時に玄関口で立ち止まり、スムーズにで

きなくなってきた」「ほとんど毎日、朝食を食べ

なくなってきた」の3項目から構成され，＜朝

の行動の困難さ＞と命名した。さらに，高・因

子Ⅳは「眠気が強く、すぐに寝てしまうことが

多くなってきたか」「以前に比べて、風邪を引く

等の体調を崩すことが多くなってきた」「体の動

きが鈍くなった」等の4項目から構成され，＜

体力・体調の低下＞と命名した。なお， Cronbach

のα係数は高・因子Ⅰα = .872，高・因子Ⅱα 

= . 858，高・因子Ⅲα = .753，高・因子Ⅳα = .737，

高・因子全体α = .909であった。 

 

3.文部科学省が示した因子と本調査で抽出され

た因子の比較 

本調査で選択した特別支援学校（知的障害）

通常学級担当教員が行う考えられる健康観察項

目30項目を文部科学省 2)が示した3因子と，本

研究で示された小・中学部教員の2因子，高等

部教員の 4 因子ごとに分類した結果を Table4

に示した。小・中学部教員は文部科学省＜体の

表れるサイン＞と本調査＜日常生活動作の困難

さ＞が7全項目，文部科学省＜対人関係に表れ

るサイン＞と本調査＜行動制御の困難さ＞が 9

全項目，そして，文部科学省＜行動や態度に表

れるサイン＞と本調査＜日常生活動作の困難＞

が2項目，＜行動制御の困難さ＞が2項目で重

なっていた。それに対し，高等部教員は文部科

学省＜体の表れるサイン＞と本調査＜体力・体

調の低下＞が4項目，＜あさの行動の困難さ＞

が2項目，文部科学省＜行動や態度に表れるサ

イン＞と本調査＜学習参加の困難さ＞が4項目，

＜感情調整の困難さ＞が1項目，文部科学省＜

対人関係に表れるサイン＞と本調査＜感情調整

の困難さ＞が5項目，＜朝の行動の困難さ＞が

1項目で重なっていた。 

 

Ⅳ．考察 

 

1.信頼性について 

 内的一貫性の指標であるCronbachのα係数

は小・中学部教員は各因子・全体ともに.900を

超え，高等部教員は2因子が.800未満ではある

が，他の2因子・全体は.800以上であり，信頼

性はおおむね確認された。 

 

2.文部科学省が示した特別支援学校健康観察因

子の特別支援学校（知的障害）通常学級担当

教員への適用性 

 今回の調査から，特別支援学校（知的障害）

通常学級担当の小・中学部教員と高等部教員は，

文部科学省 2)が示した健康観察項目を，文部科

学省とは異なった因子で捉えていた。こうした

より，文部科学省は小学部・中学部・高等部と

同一の因子としているものの，特別支援学校（知

的障害）通常学級においては，小・中学部段階

と高等部段階それぞれに応じた因子の設定が必

要であることが明らかになった。この結果を踏

まえ，更に，特別支援学校（知的障害）重複学



級や特別支援学校（肢体不自由）通常学級，特

別支援学校（肢体不自由）重複学級，特別支援

学校（病弱）通常学 
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不自由）重複学級，特別支援学校（病弱）通常

学級，特別支援学校（病弱）通常学級において

も，同様の検討が不可欠となろう。 

 

3.特別支援学校（知的障害）通常学級担任教員

の   

健康観察因子 

1) 小・中学部教員 

(1) 小中・因子Ⅰ＜行動制御の困難さ＞ 

因子＜行動制御の困難さ＞は「状況に合わな

い大声を出したり興奮したりするようになって

きた」「集団活動に参加できなくなってきた」「学

校で友達を叩いたり，押したりすることが増え

てきた」といった対人行動もしくは対社会行動

が難しくなる項目であった。 

知的障害児の始語期は非知的障害児よりも遅

れ，学齢期以降では音声言語の出現はほぼ皆無

となり，非音声言語での発信行動が主となる 7)。

こうした知的障害児の言語発達特性から，行動

制御の状況変化を非音声言語での発信行動と看

做し，そこから健康状態の変化を読み取ろうと

する教員の意識が推察される。 

(2) 小中・因子Ⅱ＜日常生活動作の困難さ＞ 

 因子＜日常生活動作の困難さ＞は「体の動き

が鈍くなってきた」「給食時，極端に小食（拒食）

または過食（異食）になってきた」「眠気が強く，

すぐに寝てしまうことが多くなってきた」とい

った日常生活場面における動作が困難になる項

目であった。 

 知的障害児を含む発達障害児はてんかん等の

体調把握への対応 8)が必要であるとされてい

る。こうした在籍児童生徒への日常生活動作の

変化に着目する視点として示されたものと考え

る。 

2)高等部教員 

(1) 高・因子Ⅰ＜学習参加の困難さ＞ 

 因子＜学習参加の困難さ＞は「教員の声かけ

にあわせて動くことができなくなってきた」「離

席が増える等，落ち着きがなく，集中して学習

に取り組めなくなってきた」「好きな課題に取り

組めなくなったり，出来ていた課題ができなく

なったりしてきた」といった，これまでできて

いたことができなくなる学習行動の低下に関す

る項目であった。 

知的障害者の行動低下は，知的障害者の精神

疾患等による行動低下は知的障害に起因するも

のと看做されることが少なくないため，精神疾

患等を見落とさないように配慮すべきとの指摘
14)がある。こうしたことからも，高等部段階に

おける＜学習参加の困難さ＞からの健康観察は

不可欠なものと考える。 

(2) 高・因子Ⅱ＜感情調整の困難さ＞ 

 因子＜感情調整の困難さ＞は「ささいなこと

でイライラしたり，急にかっとなったりするよ

うになってきた」「教員や友達との接触に過敏に

なったり，反応が悪くなったりしてきた」「ふさ

ぎ込んだり、はしゃいだりといった感情の起伏

があるようになってきた」といった，感情調整

に関する項目であった。 

 高等部段階の生徒は小・中学部の児童生徒と

比して，対人過敏となり，怒りっぽくなる傾向

が高く，精神的健康度が低下するとの指摘 15)と

一致する。このような困難さを示す高等部生徒

を担当する教員は感情調整の状況変化から健康

観察を行うことも必須となることが示唆された。 

(3) 高・因子Ⅲ＜朝の行動の困難さ＞ 

 因子＜朝の行動の困難さ＞は「登校時に教室

に入ろうとしなくなってきた」「登校時に玄関口

で立ち止まり，スムーズにできなくなった」「ほ

とんど毎日，朝食を食べなくなってきた」等と

いった朝の時間帯での行動生起の困難さに関す

る項目であった。 

 夜更かし等による行動の変化との理解にとど

めることなく，青年期，そして，知的障害児に

見られる起立性調節障害16)17)や睡眠障害18）まで

を視野に入れた対応への糸口のひとつになるも

のと思われる。 

(4) 高・因子Ⅳ＜体力・体調の低下＞ 

因子＜体力・体調の低下＞は「眠気が強く、

すぐに寝てしまうことが多くなってきたか」「以

前に比べて、風邪を引く等の体調を崩すことが

多くなってきた」「体の動きが鈍くなった」とい

ったいずれも身体機能の衰え・低下に関する項

目であった。 

知的障害者の体力・体調の低下は身体機能の

自然な衰え・低下による退行のみならず，身体



疾病による退行，精神疾患による退行，そして，

ダウン症候群の急激退行の3タイプ 9)が報告さ

れている。特に，ダウン症候群の急激退行は青

年期から生じることが少なくない 13)。高等部

段階において，体力や体調の低下といった視点

から捉ようとする教師の意識が推察される。 
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【abstract】 

The aim was to clarify applicability of factors of teachers’ grasp for children’s health status 

created by MEXT to Special Needs School (intellectual disability) regular class teachers. A 

questionnaire survey was conducted on 438 teachers of special support school regular classes 

for intellectual disabilities. The results of the questionnaire survey were analyzed using 

factor analysis. Factors of teachers’ grasp of health status in elementary and junior high 

schools were composed of difficulty in controlling behavior and difficulty in activities of 

daily living. Factors of teachers’ grasp of health status in high schools consisted of 

difficulty in classwork, difficulty in emotion adjustment, difficulty in morning action and 

decrease in physical condition. Factors of teachers' grasp of health status in elementary and 

junior high schools were overlapped with factors indicated by MEXT. Factors of teachers' grasp 

of health status in high school did not overlap much with factors pointed out by MEXT. It was 

suggested that special needs schools need to set different factors of teachers’ Grasp for 

children’s health status should be set at the undergraduate stage 
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